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※今回設置する「移住支援室、プレミアム付商品券事業室」は課内室として設置するものであり、
当該室の統括所の下に記載している。(統括所属から点線で接続)

平成31年4月1日付組織改正(平成30年8月1日(直近の組織改正時)との比較)
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2 行政サテライト機能再編成につぃて

行政サテライト機能再編成に伴い平成29年10月から新体制がスタートし、 1年半が経過しようとしてぃる。

現在のところ大きな混乱なくスタートでき、所期の目的どおり機能していると考えているが、仕事のやり方も含めた大きな改編である

ため、市民や現場の意見、あるいは市議会ル御或づくり・人口減少対策特別委員会」や一般質問等での意見を踏まえて改善を進めてぃる

ところである。

そこで、平成30年9月の総務委員会以後、改善や見直しを行った主な事項について現況を報告したい。

番号
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市民や現場、議会からの意見

中央地域センターの設置によりワン

フロアで個人の身近な手続きができ

るようになったが、死亡時の手続き

は書類も多く来所者の負担となって

いるため、地域センターに「おくや

みコーナー」を設置するなど、手続

きの負担軽減を図ってほしい。

(議員)

手続き等の問い合わせの電話が地域

センターにかかり、来所者への対応

に支障をきたすおそれがある。

(議員・現場)

平成 31年1月21日から本館1階の西側に

「お亡くなりになられた後の手続き」の窓口を

設置して、死亡に伴う世帯主変更や国民健康保

険・後期高齢者医療・被爆者に係る葬祭料や障

害者手帳の返還等の手続きを1箇所で座ってで

きるように改善した。

地域センターで相談を受けた道路の

補修工事の進捗状況を地域センター

力斗巴握していない(把握しにくい)。

(議員・現場)

改善の進捗状況

電話での問い合わせは『あじさいコール』をご利用い

ただくほうが、年中無休で受付時問帯も長いので便利な

旨を、広報ながさきやケーブルテレビで周知した。今の

ところ、地域センターに問い合わせの電話が殺到して混

乱するという状況は生じていない。

インターネットを通じて位置情報や写真デー

タをやり取りできる『道路異常箇所通報システ

ム』を利用して、道路の異常箇所を地域センタ

ーから総合事務所に引き継ぐとともに、状況の

進捗管理をりアルタイムに確認できるよう整備

しているため、さらに活用していくこととして

いる。

4 平成 29年10月に組織が改編され、

中央地域センターができたことを知

らなかった。

(市民)
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野母崎地域センターに配置している

士木技術員は、総合事務所に集約し

たほうが効果的に業務を遂行でき

る。

(現場)
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これまで、広報ながさきやテレビ・ラジオな

どの広報媒体で地域センターの周知を進めてき

た。 9月以降も市政テレビ番組「週刊あじさい」

や長崎ケーブルメディアの「市っトクながさ

き」の放送などを通じて、随時、周知を行って

いる。

野母崎地域センター及び外海地域セ

ンターに土木技術員をそれぞれ1人ず

つ配置しているところであるが、野母

崎地区は外海地区に比べて総合事務所

からの移動時間が短いことと、区域の

面積が小さいことを踏まえ、野母崎地

域センターの士木技術員を 1 人減員し

南総合事務所の地域整備課の土木技術

員を 1 人増員するよう、人員配置を見

直すこととしている。
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このほか、今後(中長期的なものを含め)改善を要するものとしては、主に次のとおりである。

●身近な場所で地域と一緒にまちづくりに取り組み地域課題を解決するためには、職員の力量を養う必要がある。これにっいては、職員

研修やミーティング、現場での実践を通じて課題解決のノウハウを蓄積していくとともに、地域や庁内関係所属と連携する意識を啓発

していく。

●特に『中央地域センター』の周知がまだ不十分と捉えている。これにっいては、引き続き機会を捉えて広報を行うとともに、出前講座

等を通じてお知らせをしていく。
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システムの運用で進路異常に迅速に

道路の破損発見t
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【H312.1】

南総合事務所地域整備課

一般事務 6人

土木技術員 8人土木技術員 9人

建築技術員 1人建築技術員 1人

南総合事務所野母崎地域センター南総合事務所野母崎地域センター

一般事務

土木技術員

※人数は、

【H31.4.1見込み】

南総合事務所地域整備課

一般事務 6人

8人

1人

正規'再任用の実員合計。非常勤は含まない。
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